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加
藤　

講
演
を
終
え
て
感
想
や

質
問
は
い
か
が
で
す
か
。

　

松
田　

日
本
で
は
、
様
々
な
政

策
が
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
傾
向

が
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
場
合
は
、
倫

理
的
な
原
則
を
し
っ
か
り
ふ
ま
え

て
積
み
上
げ
て
い
く
よ
う
な
印
象

を
受
け
る
。

　

浜
渦　

今
回
、
ド
イ
ツ
の
基
本

法
、
社
会
法
典
を
見
て
い
く
と
、

全
体
が
つ
な
が
っ
て
い
る
と
感
じ

る
。
高
齢
者
介
護
の
中
で
の
尊
厳

概
念
は
、
尊
厳
死
で
は
な
く
、
尊

厳
を
も
っ
て
ど
の
よ
う
に
生
き
る

か
だ
ろ
う
。

　

加
藤　

厚
生
労
働
省
の
地
域
包

括
ケ
ア
に
関
し
て
、
高
齢
者
の
尊

厳
が
う
た
わ
れ
て
は
い
る
が
、
そ

の
内
実
や
現
実
的
な
役
割
に
関
し

て
は
い
さ
さ
か
疑
問
が
残
る
。

　

香
川　

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
人

間
へ
の
応
用
に
つ
い
て
は
、
国
際

サ
ミ
ッ
ト
も
政
府
の
生
命
倫
理
専

門
調
査
会
も
あ
る
意
味
で
は
許
容

的
な
態
度
を
示
し
て
い
る
が
、
慎

重
な
検
討
が
必
要
だ
。

　

松
田　

２
０
０
１
年
に
Ｅ
Ｓ
細

胞
の
議
論
が
あ
っ
た
。
研
究
で
後

れ
を
取
り
た
く
な
い
と
い
う
バ
イ

オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
開
発
、
経
済

的
な
動
機
が
根
底
に
あ
る
。

　

後
藤　

高
齢
者
の
尊
厳
を
考
え

る
と
き
、「
生
活
の
質
（
Ｑ
О
Ｌ
）」

の
測
り
方
を
無
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
本
人
と
家
族
に
と
っ
て

主
観
的
な
Ｑ
О
Ｌ
が
足
り
て
る
と

の
結
論
が
出
れ
ば
、
介
護
に
社
会

的
支
援
は
不
要
と
の
議
論
に
も
な

り
か
ね
な
い
。「
測
る
」
と
い
う

こ
と
は
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
問
題

だ
。

　

松
田　

Ｑ
О
Ｌ
に
つ
い
て
は
世

界
中
で
非
常
に
誤
解
さ
れ
て
い

る
。
Ｑ
О
Ｌ
は
個
人
の
主
観
的
な

満
足
度
だ
。
広
く
用
い
ら
れ
て
い

る
Ｅ
ｕ
ｒ
ｏ
Ｑ
ｏ
ｌ
と
い
う
測
定

法
が
あ
る
が
、
5
項
目
か
ら
な
る

質
問
票
の
回
答
結
果
か
ら
、
マ
イ

ナ
ス
の
数
値
が
出
る
こ
と
が
あ

る
。
こ
の
場
合
、生
き
て
い
る
が
、

死
者
よ
り
も
Ｑ
Ｏ
Ｌ
が
下
と
な

り
、
測
定
法
と
し
て
破
綻
し
て
い

る
。
Ｑ
Ｏ
Ｌ
は
数
値
化
で
き
な
い

と
い
う
議
論
も
あ
る
が
、
医
療
の

領
域
で
は
数
値
化
が
求
め
ら
れ

る
。
患
者
の
主
観
的
な
満
足
度
を

数
値
化
す
る
Ｓ
Ｅ
Ｉ
Ｑ
ｏ
Ｌ
（
シ

ー
コ
ー
ル
）
と
い
う
測
定
法
も
あ

る
。

　

香
川　

個
人
の
尊
厳
と
い
う

と
、
な
ん
と
な
く
分
か
る
が
、
そ

れ
に
対
し
て
人
類
の
尊
厳
と
広
げ

た
と
き
に
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
を
持

つ
場
面
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

宮
地　

ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
は
タ
ブ
ー

視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
モ
ン

ス
タ
ー
を
生
み
出
し
て
し
ま
う
可

能
性
と
、
人
類
が
支
配
さ
れ
る
可

能
性
を
恐
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
様
々
な
言
葉
は
使
い
古
さ
れ

て
い
く
。そ
の
う
ち
の
一
つ
が「
尊

厳
」
で
は
な
い
か
。
認
知
症
に
よ

っ
て
尊
厳
死
に
関
す
る
考
え
方
も

新
し
く
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で

は
な
い
か
。

　

浜
渦　

人
類
の
尊
厳
と
個
人
の

尊
厳
に
つ
い
て
分
け
た
と
き
、
ド

イ
ツ
の
基
本
法
の
人
間
の
尊
厳
は

ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
。

　

松
田　

ゲ
ノ
ム
編
集
の
話
題
に

な
る
と
、
尊
厳
の
こ
れ
ま
で
の
議

論
の
枠
を
超
え
て
い
る
と
い
う
印

象
を
抱
く
。
直
接
遺
伝
子
に
介
入

し
て
人
間
を
変
え
る
こ
と
は
、
ま

だ
誰
も
や
っ
て
い
な
い
が
、
国
際

サ
ミ
ッ
ト
で
は
議
論
さ
れ
て
い

る
。「
よ
り
速
く
、
よ
り
美
し
く
、

よ
り
賢
く
」
を
目
指
せ
る
よ
う
に

な
る
と
、多
様
性
は
減
っ
て
い
く
。

体
外
受
精
、
出
生
前
検
査
な
ど
と

は
別
の
次
元
で
の
安
全
性
の
議
論

が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

浜
渦　

日
本
で
は
今
、
尊
厳
死

法
が
上
程
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。
そ
の
と
き
、
果
た
し
て
「
生

前
の
意
思（
リ
ビ
ン
グ
・
ウ
ィ
ル
）」

が
使
わ
れ
る
の
か
。
そ
こ
に
懸
念

が
あ
る
。
松
田
氏
の「
リ
ビ
ン
グ
・

ウ
ィ
ル
は
虚
構
だ
」
と
い
う
意
見

に
関
心
が
あ
る
。
終
末
期
の
場
面

を
家
族
と
一
緒
に
考
え
る
た
め
の

プ
ロ
セ
ス
と
し
て
、
リ
ビ
ン
グ
・

ウ
ィ
ル
を
考
え
た
い 

。

　

後
藤　

近
代
社
会
で
は「
主
体
」

が
依
然
と
し
て
大
事
だ
。
自
由
、

本
人
の
主
観
を
尊
重
す
る
と
い
う

こ
と
が
ま
だ
ま
だ
実
現
さ
れ
な
い

局
面
や
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
の
で
、

主
張
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
し
か
し
、
無
条
件
に
保
護
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
も
あ

る
。
個
別
の
尊
厳
や
文
脈
を
尊
重

す
る
余
白
を
残
し
て
お
く
こ
と
を

考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

　

石
居　

尊
厳
死
、
安
楽
死
の
問

題
は
優
生
思
想
と
も
通
底
す
る
。

ハ
ン
セ
ン
病
と
の
関
係
で
も
考
え

る
必
要
が
あ
る
。
尊
厳
を
も
っ
て

生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

か
。
優
生
思
想
は
、
個
人
の
尊
厳

に
と
ど
ま
る
問
題
で
は
な
い
。

　

加
藤　

生
命
の
尊
厳
と
い
う
概

念
は
、
少
子
化
対
策
基
本
法
に
登

場
す
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
欧
米

に
は
な
い
概
念
で
あ
る
。

　

宮
地　

二
分
法
か
ら
三
分
法
へ

と
い
う
新
し
い
発
想
に
つ
い
て
意

見
を
聞
き
た
い
。

　

香
川　

尊
厳
と
い
う
概
念
も
、

「
公
・
私
」
と
い
う
二
分
法
で
は

な
く
、「
公
・
親
密
・
個
」
の
三

分
法
に
し
た
ほ
う
が
分
か
り
や
す

い
。
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て
も
同
様
だ
。

三
分
法
で
あ
れ
ば
納
得
し
や
す

く
、
生
産
的
だ
。

　

松
田　

３
つ
の
分
け
方
は
政
策

的
に
重
要
だ
。
医
療
で
も
介
護
で

も
ぶ
つ
か
る
問
題
だ
。
人
工
栄
養

に
つ
い
て
の
日
本
老
年
医
学
会
の

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
家
族
の
事
情
へ

の
配
慮
を
重
視
し
て
い
る
が
、
本

人
が
望
ん
で
い
な
い
こ
と
を
家
族

が
決
め
る
危
険
が
あ
る
。

　

宮
地　

憲
法
24
条
に
尊
厳
に
つ

い
て
言
及
が
あ
る
と
い
う
話
は
、

非
常
に
興
味
深
い
。
一
方
、
少
子

化
対
策
基
本
法
に
尊
厳
が
出
て
い

る
の
は
危
険
だ
と
感
じ
る
。

　

加
藤　

尊
厳
に
つ
い
て
は
Ｅ
Ｕ

憲
法
の
中
に
掲
げ
ら
れ
て
い
る

が
、
判
例
な
ど
の
分
析
に
よ
り
Ｅ

Ｕ
内
部
で
も
理
解
の
違
い
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
欧
米
で

も
尊
厳
概
念
の
内
実
を
検
討
し
直

す
時
期
を
迎
え
て
い
る
。
我
々
の

概
念
理
解
を
盛
り
込
ん
で
い
く
よ

い
機
会
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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登壇者によるパネルディスカッション

　

社
会
の
急
激
な
変
化
が
世
界

中
で
生
じ
て
い
る
。
こ
の
混
迷

し
た
社
会
に
新
た
な
統
合
を
も

た
ら
す
中
心
的
価
値
が
尊
厳
概

念
だ
。
尊
厳
は
市
民
が
様
々
な

抑
圧
や
差
別
な
ど
に
対
抗
す
る

理
念
で
あ
り
、
尊
厳
の
毀
損
の

現
場
を
探
り
当
て
る
こ
と
が
社

会
問
題
を
考
え
る
上
で
重
要
に

な
る
。
先
端
医
療
技
術
の
進
化

に
よ
っ
て
生
死
に
関
す
る
伝
統

的
観
念
が
妥
当
性
を
失
っ
て
い

る
問
題
や
高
齢
者
介
護
も
そ
う

し
た
社
会
問
題
に
含
ま
れ
る
。

先
端
科
学
技
術
が
も
た
ら
す
諸

問
題
を
社
会
的
に
議
論
し
た
上

で
適
切
に
解
決
す
る
政
策
の
た

め
に
不
可
欠
な
理
念
が
尊
厳
に

ほ
か
な
ら
な
い
。

一
橋
大
学
大
学
院

社
会
学
研
究
科
教
授

加
藤 

泰
史
氏

趣
旨
説
明

第二部　高齢者介護と福祉政策の尊厳問題

き
る
よ
う
に
」
だ
。

　

ド
イ
ツ
で
は
介
護
保
険
の
対

象
が
高
齢
者
だ
け
で
は
な
い
こ

と
も
特
徴
だ
。
日
本
で
は
65
歳

以
上
の
高
齢
者
限
定
で
、
障
害

者
が
高
齢
に
な
る
と
介
護
保
険

が
優
先
さ
れ
問
題
が
生
じ
る
。

ド
イ
ツ
で
は
性
的
差
異
、
文
化

の
違
い
に
も
配
慮
し
、
在
宅
介

護
優
先
、
現
金
給
付
な
ど
の
特

徴
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
が

ド
イ
ツ
介
護
保
険
法
に
お
け
る

尊
厳
概
念
を
豊
か
に
し
、
そ
れ

を
支
え
て
い
る
の
が
ド
イ
ツ
基

本
法
と
社
会
法
典
に
な
る
。

尊
厳
あ
る
高
齢
者
介
護
政
策

イ
ツ
で
は
「
人
間
の
尊
厳
に
応

じ
た
で
き
る
だ
け
自
立
し
自
己

決
定
し
た
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
な
さ
れ
る
べ
き
」と
さ
れ
る
。

日
本
で
は
「
尊
厳
を
維
持
し
自

立
し
た
生
活
を
営
む
こ
と
が
で

　

日
本
の
介
護
保
険
は
ド
イ
ツ

の
介
護
保
険
を
手
本
に
作
ら
れ

た
が
両
者
に
は
相
違
点
が
あ

る
。
ま
ず
尊
厳
概
念
だ
が
、
ド

大
阪
大
学
大
学
院

文
学
研
究
科
教
授

浜
渦 

辰
二
氏

一
橋
大
学
大
学
院

社
会
学
研
究
科
教
授

宮
地 

尚
子
氏

日
独
の
高
齢
者
介
護
の
比
較

｜
「
尊
厳
」 

概
念
を
中
心
に
｜

第一部　DVと差別をめぐる尊厳問題

内
容
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。
被
害
者
は
、
自
己
の

判
断
力
や
価
値
観
を
否
定
し
、 

全
て
が
相
手
の
領
域
に
取
り
込

ま
れ
て
し
ま
う
。

　

Ｄ
Ｖ
は
健
や
か
に
育
つ
環
境

を
子
供
か
ら
も
奪
っ
て
し
ま

う
。
加
害
者
を
社
会
が
許
容
し

続
け
る
限
り
、
被
害
者
の
み
な

ら
ず
子
供
や
次
の
パ
ー
ト
ナ
ー

の
尊
厳
が
奪
わ
れ
続
け
、
世
代

を
超
え
て
大
き
な
社
会
的
損
失

に
な
る
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て

ほ
し
い
。

ら
し
た
い
」
と
願
っ
た
が
、
外

で
生
き
る
困
難
を
前
に
、
療
養

者
に
よ
る
自
治
を
求
め
た
。

　

療
養
所
の
特
殊
性
の
説
明
と

し
て「
監
獄
」「
火
葬
場
」「
納
骨

堂
」
の
存
在
が
し
ば
し
ば
指
摘

さ
れ
る
。
法
律
上
隔
離
政
策
が

廃
止
さ
れ
た
今
で
も
、
存
命
中

や
死
後
に
療
養
者
が
自
由
に
な

る
こ
と
は
難
し
い
。
問
題
は
受

容
が
困
難
な
社
会
や
地
域
、
個

人
に
も
起
因
し
て
い
る
。
我
々

は
尊
厳
と
い
う
言
葉
に
託
さ
れ

た
思
い
を
考
え
、
多
様
性
を
織

り
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

尊
厳
に
託
さ
れ
た
思
い
の
想
起

世
代
を
超
え
て
社
会
的
損
失
に

的
領
域
」
の
三
分
法
と
し
、
Ｄ

Ｖ
と
は
カ
ッ
プ
ル
や
家
族
間
な

ど
親
密
的
領
域
に
お
け
る
暴
力

と
支
配
で
、
相
手
の
個
的
領
域

を
奪
う
こ
と
と
提
起
し
た
い
。

　

Ｄ
Ｖ
の
悪
質
さ
は
身
体
や
行

動
支
配
の
度
合
い
を
見
る
と
わ

か
る
。
睡
眠
剥
奪
、
摂
食
、
排

泄
（
は
い
せ
つ
）
な
ど
の
監
視

や
介
入
、
携
帯
電
話
の
履
歴
や

所
長
に
対
し
方
針
に
従
わ
な
い

入
所
者
を
懲
戒
・
検
束
す
る
権

限
を
認
め
た
。
戦
後
「
ら
い
予

防
法
」
に
改
定
後
も
内
容
は
ほ

ぼ
踏
襲
さ
れ
、
法
律
廃
止
ま
で

続
い
た
。
療
養
者
は
「
外
で
暮

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ
レ

ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
は
、
人
間
の
精

神
や
尊
厳
を
痛
め
つ
け
る
。
そ

こ
で
公
私
を
め
ぐ
る
法
を
「
公

的
領
域
」「
親
密
的
領
域
」「
個

　

ハ
ン
セ
ン
病
の
隔
離
政
策

は
、
１
９
０
９
年
の
法
律
施
行

か
ら
始
ま
る
。「
癩(

ら
い)

予
防
法
」
施
行
時
に
は
、
療
養

一
橋
大
学
大
学
院

社
会
学
研
究
科
教
授

石
居 
人
也
氏

ハ
ン
セ
ン
病
者
・
療
養
者
の

生
と
死
を
め
ぐ
る
社
会
的
価
値

暴
力
と
尊
厳 

：
公
私
の
二
分
法
か
ら

公
⁄
親
密
⁄
個
の
三
分
法
へ

第三部　生と死を取り巻く尊厳問題

き
安
価
で
簡
単
な
ど
の
利
点
が

あ
る
。
昨
年
に
は
ヒ
ト
の
受
精

卵
を
使
っ
て
ゲ
ノ
ム
編
集
の
論

文
が
中
国
で
発
表
さ
れ
た
。
今

後
、
同
種
の
研
究
は
拡
大
す
る

可
能
性
が
あ
る
。
受
精
卵
は
ど

の
遺
伝
子
変
化
は
次
世
代
へ
の

影
響
が
分
か
ら
ず
倫
理
的
問
題

か
ら
慎
重
論
が
根
強
い
。
人
間

の
遺
伝
子
改
変
が
現
実
化
し
よ

う
と
し
て
い
る
現
在
、
そ
の
当

否
を
め
ぐ
る
慎
重
な
考
察
が
求

め
ら
れ
る
。
そ
の
際
、
個
人
と

い
う
よ
り
は
人
類
の
尊
厳
概
念

が
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
る
。

セ
ン
は
言
う
。
こ
の
平
等
規
範

の
背
景
に
は
、
完
備
的
制
度
を

設
計
す
る
よ
り
も
、
よ
り
正
し

い
こ
と
を
順
次
行
う
と
い
っ
た

思
想
が
あ
る
。
セ
ン
は
リ
ベ
ラ

ル
な
平
等
を
差
異
の
平
等
へ
と

大
き
く
進
め
た
。「
障
害
者
は

不
幸
だ
」
と
い
う
発
言
が
障
害

者
の
生
活
機
能
上
の
不
利
性
を

と
ら
え
る
も
の
だ
と
し
て
、
そ

の
こ
と
は
基
本
的
潜
在
能
力
最

大
化
政
策
の
正
し
さ
を
否
定
す

る
も
の
で
も
、
障
害
者
の
生
が

不
用
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

も
の
で
も
な
い
。

力
が
あ
る
人
の
自
発
的
希
望
が

大
前
提
だ
が
、
認
知
症
に
な
る

と
判
断
能
力
は
低
下
す
る
。
判

断
能
力
が
あ
る
時
点
で
希
望
表

明
す
る
事
前
指
示
は
「
人
の
心

は
変
わ
り
や
す
い
」
と
い
う
問

題
に
直
面
し
て
い
る
。
人
は
最

期
に
は
非
自
律
的
存
在
と
な
り

死
を
迎
え
る
。
人
間
は
「
自
由

に
し
て
依
存
的
な
存
在
」
で
あ

る
。
依
存
と
い
う
面
が
あ
っ
た

か
ら
社
会
連
帯
や
福
祉
の
発
展

が
あ
る
。
非
自
律
的
存
在
に
焦

点
を
あ
て
生
命
倫
理
学
を
刷
新

す
る
必
要
が
あ
る
。

尊
厳
あ
る
生
の
た
め
の
政
策
を

遺
伝
子
改
変
慎
重
な
考
察
必
要

多
空
間
で
非
完
備
的
な
順
序
を

に
第
一
世
代
が
開
発
さ
れ
た

後
、
２
０
１
２
年
に
第
三
世
代

Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ｐ
Ｒ
／
Ｃ
ａ
ｓ
９
が

登
場
。
動
植
物
、
胚
性
幹
細
胞

（
Ｅ
Ｓ
細
胞
）
な
ど
あ
ら
ゆ
る

細
胞
の
遺
伝
子
改
変
に
適
用
で

た
障
害
者
支
援
従
事
者
も
い
た

と
い
う
。「
区
別
」
と
「
差
別
」

と
い
う
難
問
を
考
察
す
る
ヒ
ン

ト
の
一
つ
に
経
済
学
者
セ
ン
が

唱
え
た
多
様
性
に
基
づ
く
平
等

規
範
が
あ
る
。「
人
は
皆
平
等

だ
と
い
う
言
明
は
、
不
利
な
人

を
優
遇
す
る
と
い
う
不
平
等
な

扱
い
が
時
に
は
必
要
に
な
る
、

と
い
う
事
実
を
覆
い
隠
す
」
と

し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
安

楽
死
を
合
法
化
し
た
オ
ラ
ン
ダ

で
は
厳
格
な
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は

あ
る
が
適
用
の
解
釈
や
認
知
症

の
人
の
安
楽
死
容
認
な
ど
課
題

も
多
い
。
安
楽
死
法
は
判
断
能

　

ゲ
ノ
ム
の
一
部
を
切
断
し
人

工
制
限
酵
素
を
用
い
て
ゲ
ノ
ム

配
列
を
改
変
す
る
ゲ
ノ
ム
編
集

技
術
が
話
題
だ
。
１
９
９
６
年

　

今
年
７
月
、
障
害
者
施
設
で

起
き
た
事
件
で
犯
人
は
、
動
機

に
つ
い
て
「
彼
ら
は
不
幸
・
不

用
」と
言
っ
た
と
伝
え
ら
れ
た
。

事
件
後
に
は
、
区
別
の
心
が
負

の
方
向
に
動
く
不
安
を
吐
露
し

　

日
本
で
は
安
楽
死
と
尊
厳
死

を
区
別
す
る
傾
向
が
あ
る
が
欧

米
で
は
尊
厳
死
は
よ
り
広
い
概

念
で
使
わ
れ
、
安
楽
死
と
隔
絶

静
岡
大
学
人
文
社
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科
学
部

特
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教
授

放
送
大
学
客
員
教
授

松
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純
氏

山
梨
大
学
大
学
院

医
学
工
学
総
合
研
究
部

医
学
部
医
学
教
育
セ
ン
タ
ー

教
授

香
川 

知
晶
氏

一
橋
大
学

経
済
研
究
所
教
授

後
藤 

玲
子
氏

尊
厳
死
と
安
楽
死
｜ 

「
死
ぬ
権
利
」 

の

法
制
化
は 「
尊
厳
あ
る
最
期
」 

を
保
障
で
き
る
か

人
間
へ
の
ゲ
ノ
ム
編
集
は

許
さ
れ
る
か
？

公
共
政
策
に
お
け
る

決
定
不
可
能
性
と
倫
理
に
つ
い
て

市
民
が
抑
圧
や
差
別
な
ど
に
対
抗
す
る
理
念広

　
　
告

平成28年度第3回

一橋大学政策フォーラム

尊厳概念のアクチュアリティ
~尊厳概念の定着した日本社会の構築に向けて〜

生
命
改
変
に
真
剣
な
議
論
を
　
香
川
氏

家
族
と
の
プ
ロ
セ
ス
重
視
を
　
浜
渦
氏

文
脈
を
尊
重
し
余
白
を
残
す
　
後
藤
氏

優
生
思
想
か
ら
尊
厳
を
問
う
　
石
居
氏

本
人
の
満
足
度
を
基
本
に
　
　
松
田
氏

個
的
領
域
で
の
尊
厳
尊
重
を
　
宮
地
氏

　憲法でも規定される「個人の尊厳」。憲法の基本原理の一つだが、日本の社会で定

着しているかといえば疑問が残る。一方、欧州ではドイツの中・高校で尊厳の概念史

を学ぶなど尊厳に対する考え方に一日の長がある。こうした問題を考えるため一橋大

学は10月下旬、政策フォーラム「尊厳概念のアクチュアリティ」を開催。第一線の研

究者が意見を交わした。

※次回の一橋大学政策フォーラムは，12月15日（木）16：00～「医療を問う―費用対効果に拠る政策への転換」をテーマに大手町サンケイプラザにて開催予定です。
　詳しくは一橋大学社会科学高等研究院　医療政策・経済研究センターのHPをご覧ください。　http://health-economics.hias.hit-u.ac.jp/event/forum/


